令和７年３月　日

　市内高齢者施設等管理者　様

指導監査課課長　
食中毒（ノロウイルス）注意報発令に伴う社会福祉施設等における感染症・食
中毒対策の徹底について（依頼）
現在、岡山県内では感染性胃腸炎の患者報告数の増加に伴い「食中毒（ノロウイルス）注意報」が発令されているところです。
倉敷市内においても、令和７年２月末以降、社会福祉施設においてノロウイルスが原因と思われる感染性胃腸炎の集団発生報事例が相次いでおります。

冬期に患者発生が増加するノロウイルスによる感染性胃腸炎は、高齢者や乳幼児がかかると重症化する可能性があります。また感染力が非常に強いため、患者の嘔吐物や便を介した集団感染を引き起こすリスクが高く注意が必要です。
　つきましては、貴施設においても感染症・食中毒予防を徹底していただきますようお願いいたします。
＜添付資料＞
　・お知らせ「食中毒（ノロウイルス）注意報」を発令しました（岡山県）

・ノロウイルス食中毒の対策！（チラシ）
・嘔吐物の処理手順（チラシ）
・ノロウイルスに関するQ＆A（厚生労働省）
・倉敷市感染症発生動向調査（最新情報は右下の二次元コードを確認してください。）
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